
更待

クイックスタート： 無 初 中 上 特

【宿命】タイプ： 目的 内容： 卯月を守る 段階 ● ● ○ ○ ○

クイックスタート： 無 初 中 上 特

【宿命】タイプ： 目的 内容： 天羅最強 段階 ● ● ○ ○ ○

クイックスタート： 無 初 中 上 特

【宿命】タイプ： 目標 内容： 御代壬門 段階 ● ● ○ ○ ○

クイックスタート： 無 初 中 上 特

【宿命】タイプ： 感情 内容： 卯月への興味 段階 ● ● ○ ○ ○

クイックスタート： 無 初 中 上 特

【宿命】タイプ： 内容： 段階 ● ● ○ ○ ○

天羅の争乱と平穏を司り、人心を常に揺さぶり続ける。

だがキミの心もまた、揺さぶられる事がある、陰陽術をかじる者なら知らぬものはない傀儡師、翔雲。

その最高傑作のひとつ、十二月姫之四姫（ひととせのひめのよんひめ）、卯月が、貴泉国にいるらしい。

ＰＣ５

キミは、忠実な犬、それ以上でもそれ以下でもない。

今回もまた、宗内州貴泉国（すないしゅうたかすみのくに）の名代・堀尾忠親（かばね・ほりおただちか）に、

ただ仕えるだけだ、相手がどんな人物であろうと、命じられた事をこなすだけだ。

キミは、山で修行し、文字通り必殺の一撃を身につけた。

師にも認められたが、それはあくまで拳法での話、天羅は広いと諭される。

そしてまた、無闇に拳を振るうことの無情も教わったが、キミの心はどうにも収まりがつかなかった。

ＰＣ３

サムライ

ＰＣ４

巫女

キミがまだ“人”であった頃、激しく打ちのめされた事があった。

その相手は、珠と紋様を全身にちりばめ、圧倒的な力を誇っていた。

あの日のことは忘れられない、そして今、キミは、その力を身につけた。

キミは神宮家に仕える平の位の巫女である。

ＰＣ１

シノビ

ＰＣ２

法師



更待

第一幕：集まる者達

第二幕：切なる願い

第三幕：守られぬ約束

第四幕：人とは

　その城下は、澄み渡る空とは対照的に暗雲立ちこめるような雰囲気を醸し出していた。
　武闘会に勝ち残れば、大国での名代直属の側近としての士官が叶う。
　そしてなにより、その商品は、消息不明だった翔雲作の傀儡、卯月。
　これに目の色を変えないものは居なかった、そして争乱の火種は動き出す。

　「あの人を助けてください。」少女と言うにはあまりにも常軌を逸した美貌をもつ者は願った。
　シノビよりも忠実で、どんな子供よりも素直であるべくはずの傀儡は何故願うのか。
　それもやはり、人を惑わす魔性に過ぎないのか。

　それは裏切り、この天羅の世界に、約束できるものなどないとでも言うかのように。
　だがそれを理解するには、純真すぎた、未熟であった。
　そして、そこに待っているのは、死以外あり得ない。

　初めから、本物などではない、それどころか、人ですらない。
　それ故に、人として生きたいと願うことがどれほどの贅沢であるのか。
　モノであることを止め、だが人として認められないなら、世界の全てが滅んでも良い。
　二人だけの世界があれば。


